
従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

3 自治安心課

地域連携避難訓練及び防
災士育成・防災講座事業

実施

地域連携避難訓練及び防
災士育成・防災講座事業

実施

地域連携避難訓練及び防
災士育成・防災講座事業

実施

地域連携避難訓練及び防
災士育成・防災講座事業

実施

1828千円 13828千円 1850千円 1850千円

三芳町地域防災計画の改訂を行うととも
に、地域連携避難訓練において、中学生
ボランティアを募集して中学生の防災意
識向上を図る。また、避難所ごとの連絡
会議にて避難所運営マニュアルの拡充を
進め、円滑な避難所運営を目指す。
自主防災組織立ち上げについて、啓発・
支援を行い、新たな自主防災組織の設立
に努める。
防災士育成のための補助制度を啓発し、
防災士を養成することによる防災意識の
高揚、防災知識の普及を図る。
防災意識の更なる向上を図るため、一般
及び防災リーダーを対象とした防災講座
をそれぞれ開催する。

都市計画道路用地取
得事業

・令和３年度丈量図作成業務委託
　線形変更のため、令和４年度完了
・令和４年度丈量図作成業務委託
・令和４年度物件調査積算業務委託
　令和４年度完了
・令和４年度不動産鑑定　完了

・用地交渉　地権者３名　５筆
・令和５年度丈量図作成業務委託
・令和５年度不動産鑑定
・令和５年度用地取得・補償
　地権者３名　５筆　941.37㎡
・三芳町土地開発公社からの購入
22筆　1129.60㎡
　

18
地域防止力を向上さ
せます

防災啓発及び研修事
業

地域連携避難訓練にて安否確認訓練
を年々拡大して行い、地域の共助の
充実を目指した。また、避難所ごと
の連絡会議において、各避難所の避
難所運営マニュアルの拡充を進め、
円滑な避難所運営を目指すとともに
防災意識の向上に努めた。自主防災
組織立ち上げについて啓発、支援を
行い、新たな自主防災組織の設立に
努めた。令和2年度より防災士育成の
ための補助制度を創設した。令和4年
度より、防災意識の向上を図るた
め、一般対象及び防災リーダー対象
に防災講座を各々開催した。

地域連携避難訓練時の安否確認訓練につ
いて更に拡大して行い、地域の共助の充
実を目指す。また、避難訓練時の中学生
ボランティアを募り、中学生の防災意識
向上を図る。避難所ごとの連絡会議にお
いて、各避難所の避難所運営マニュアル
の拡充を進め、円滑な避難所運営を目指
す。自主防災組織立ち上げについて啓
発、支援を行い、新たな自主防災組織の
設立に努める。防災士育成のための補助
制度を啓発し、防災士を養成することに
より防災意識の高揚、防災知識の普及を
図る。防災意識の更なる向上を図るた
め、一般対象及び防災リーダー対象に防
災講座を各々開催する。

道路改良事業

道路拡幅計画路線や拡幅協力の申し
出があった路線について、不動産鑑
定評価並びに物件補償調査の結果に
基づく内容にて拡幅用地を順次取得
し、道路拡幅整備を行ってきた。ま
た、拡幅に伴う道路改良工事のみだ
けではなく、ここ数年は町道幹線14
号線、町道幹線21号線の既存道路に
対する排水構造物整備や歩道整備を
実施し、良好な通行環境へ向けて計
画的に道路整備している。なお、住
宅開発等に伴い部分拡幅となった箇
所については暫定整備を行い、可能
な範囲で道路利用できるよう工事を
実施している。

町道幹線14号線、町道幹線21号線につい
ては排水構造物整備、歩道整備等を目的
とした改良工事を実施した。
町道幹線7号線の都市計画道路予定地に
ついては、沿線地権者の土地利用状況を
確認の上で、砂利敷き等の暫定整備を実
施した。
道路拡幅については、八軒家交差点拡幅
整備へ向け、町道幹線8号線の拡幅用地
未取得箇所の物件補償調査後に用地取得
交渉を開始。土地売買契約を締結し、年
度末までに用地取得（土地引渡し）が完
了した。また、町道幹線3号線、町道藤
久保89号線についても道路用地取得に伴
う拡幅整備工事を実施した。

安心安全で快適な都
市基盤整備を進めま

す
17

3 政策推進室

三芳版スーパー・シ
ティー構想の策定

構想及び計画に基づく事
業実施

構想及び計画に基づく事
業実施

構想及び計画に基づく事
業実施

令和6年6月に「三芳町版スーパー・
シティ構想地域まちづくり計画」を
公表する。計画に基づき事業を進め
ていく。

3 政策推進室

地域公共交通計画の策定 地域公共交通計画の策定
地域公共交通計画の施

行、新たな公共交通シス
テムの導入

新たな公共交通システム
の稼働

40042千円 50148千円 50148千円 50148千円

地域公共交通計画について令和6年度
末の策定を目指し検討を進めてい
く。昨年度実施した各種アンケート
の結果を基に地域の現状課題・ニー
ズ等を分析し、効果的な施策を検討
していく。
また、令和7年度に町内循環ワゴンの
実証実験の実施を目指し、内容を検
討していく。15

公共交通政策を推進
します

地域交通改善対策事
業

70歳以上・妊婦を対象とした公共交
通利用補助事業の実施、補助額の引
き上げ（R4:6,000円→10,000円）
高齢者運転免許自主返納支援制度の
実施
日本版MaaS（デマンドタクシー）の
実証実験
路線バス再編に伴う新路線開通
（R3:7番線休止→8番線開通）
路線バス改善・再編に向けた、6・8
番線乗降客数調査の実施、羽生山住
宅周辺を対象とした路線バス利用状
況アンケート調査の実施

これまで町が実施してきた公共交通
に関する取組や実証実験等の結果を
含め、地域の現状や住民の公共交通
ニーズ等の調査・分析を行い、三芳
町の将来に向けて持続可能な地域公
共交通の構築を実現すべく、マス
タープランとなる「三芳町地域公共
交通計画」を策定する。（～令和6年
度）令和5年度は住民意識調査及び町
内事業者へのヒアリング調査を行っ
た。

３.安心・安全・快適なまちづくり
令和4年度以前の取り組み（概要） 令和5年度の取り組み

16
三芳版スーパーシ
ティ構想を策定しま
す

三芳町版スーパー・
シティ構想地域まち
づくり計画に係る事
業の進捗管理

令和4年度に埼玉県の進める「埼玉版
スーパー・シティープロジェクト」
へのエントリーを実施。

総合計画等の上位計画との整合性を
取りながら、エントリー内容に基づ
き事業の具体化等の検討を進める。

令和5年度から令和8年度までの対応（予定）状況
点数 担当部局

No 宣　言 該当事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
令和6年度の取り組みの方向性

・用地交渉　地権者１名　１筆
・令和５年度用地取得
　地権者１名　１筆　100.49㎡
・三芳町土地開発公社からの購入
　28筆　2755.01㎡
　 4筆　 325.61㎡
・竹間沢東～幹線23号線の地権者へ
のアンケート調査

2 道路交通課

道路改良、整備事業実施
道路改良、整備事業実

施
道路改良、整備事業実

施
道路改良、整備事業実

施

147418千円 332809千円

町道幹線21号線については引き続き排水
構造物整備、歩道整備等を目的とした改
良工事を実施する。
町道幹線7号線（都市計画道路）につい
ては、工事設計済み区間の道路築造工事
を発注し、年度末までの完成を目指す。
また、町道幹線20号線交差点から唐沢小
学校前までの拡幅用地取得状況を鑑み、
委託発注による詳細設計を実施し、今後
の工事発注へ準備を進める。
八軒家交差点拡幅整備については、町道
幹線8号線の拡幅用地が取得済みのた
め、埼玉県及びふじみ野市と調整の上、
工事発注時期の検討と、工事費の予算確
保へ向けた準備を進める。

4 都市計画課

竹間沢・大井・勝瀬通り
線用地取得のための業務

竹間沢・大井・勝瀬通り
線用地取得のための業務

228488千円 289337千円



３.安心・安全・快適なまちづくり
令和4年度以前の取り組み（概要） 令和5年度の取り組み

令和5年度から令和8年度までの対応（予定）状況
点数 担当部局

No 宣　言 該当事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
令和6年度の取り組みの方向性

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業 施設整備に向けた設計業務委託を

研究段階 実施する予定。

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

3 施設マネジメント課

（仮）庁舎敷地内スケートパーク実施設計業務委託

2805千円

21 令和の森公園等の整
備をします

緑地保全事業

緑のトラスト保全第14号地の枯損木
の除去等の実施により、トラスト保
全地の保全管理を行った。
また、森林環境譲与税及び県補助金
を活用し、町内平地林の保全・再生
を図った。

緑のトラスト保全第14号地の枯損木
の除去等を実施し、トラスト保全地
の保全管理を行い、トラスト地周辺
を活用した自然体験教室などのイベ
ントも再開した。
また、町内平地林の保全・再生を図
るため、森林環境譲与税及び県補助
金を活用し、平地林整備、萌芽更新
事業を実施した。

3

平地林整備及び萌芽更新 平地林整備及び萌芽更新 平地林整備及び萌芽更新 平地林整備及び萌芽更新

7937千円 10000千円 10000千円 10000千円

緑と景観を保全し、
新たな緑地を創造し
ます

20

制定内容研究 条例案作成、議会上程

継続して、住民が公園を安全で快適
に利用できるように遊具、トイレ等
の修繕、清掃、除草、樹木剪定など
を行い、有効に利用されるよう施設
の維持管理等を行う。
またガーデンツーリズムの訪問先と
しての公園という面からも、より維
持管理に努めていく。せせらぎ水辺
広場では、エントランスの整備を含
め植栽による修景を更に高めてい
く。

三芳町の特徴である自然の豊かさを
維持していくため、緑の保全・創出
を基本とした条例を制定する。

引き続き、緑のトラスト保全第14号
地について、保全管理を行うととも
に、これを活用した自然体験教室な
どのイベントを実施する。

平地林再生事業として、高齢化・高
木化した町有林について、萌芽更新
を行うため段階的に伐採を実施し、
実施後は、森林再生の姿を実際に学
べる場として活用を図る。
また、町内平地林の保全・再生を図
るため、森林環境譲与税及び県補助
金を活用し、平地林整備や森林病害
虫対策を実施する。

（仮）庁舎敷地内ス
ケートパーク設置事
業

地域住民からのスケートボードパー
クの施設整備の要望を受け、設置に
向けた協議を進めていく。

環境課

48196千円 60471千円 60471千円 60471千円

公園等施設管理・整
備事業
令和の森公園施設管
理・整備事業

住民が公園を安全で快適に利用でき
るように遊具、トイレ等の修繕、清
掃、除草、樹木剪定などを行い、有
効に利用されるよう施設の維持管理
等を行った。
また、築山、ドッグラン、アスレ
チックの築造工事などを行った。

継続して、住民が公園を安全で快適
に利用できるように遊具、トイレ等
の修繕、清掃、除草、樹木剪定など
を行い、有効に利用されるよう施設
の維持管理等を行う。
またガーデンツーリズムの訪問先と
しての公園という面からも、より維
持管理に努めていく。

0千円 0千円

公園維持管理等 公園維持管理等 公園維持管理等 公園維持管理等

三芳町独自の景観に
関する条例の制定

条例制定に向けた市町村の同様条例
の情報収集などの制定内容の研究、
重点対象を設ける場合の検討を実施
した。

3 都市計画課

1

3 自治安心課

調査及び協定市町との情
報交換

調査及び協定市町との情
報交換

調査及び協定市町との情
報交換

調査及び協定市町との情
報交換

75千円 75千円 75千円 75千円

新たな遠隔自治体との災害協定締結
に向けて情報収集・検討を行うとと
もに、既存の災害協定締結市町村と
の連携を強めていく。

19
遠隔自治体との災害
時相互応援協定を進
めます

防災事務事業

新たな遠隔自治体との災害協定締結
に向け、情報収集・検討を行う。ま
た、既存の災害協定締結市町村との
連携を強めていく。令和3年度に県外
自治体との災害協定について情報交
流を図り、有効な災害協定の締結を
した。

新たな遠隔自治体との災害協定締結
に向け、情報収集・検討を行う。ま
た、既存の災害協定締結市町村との
連携を強めていく。


